
○ ：

○ ： 令和7年1月15日～1月31日（17日間）

○ ： ながさきWEB県政アンケートモニター347人（回答者数261人 回答率75.2％）

○ ： 交通・地域安全課

県民の治安意識等に関するアンケート調査結果

目 的
第5次長崎県犯罪のない安全・安心まちづくり行動計画策定にあたり、県民の防犯

意識や体感治安を調査するため

調 査 期 間

調 査 対 象

調査担当課

合計 261 100.0%

女性 152 58.2%

回　答　者　の　属　性

性別

人数 構成比(％)

男性 108 41.4%

年代別

人数 構成比(％)

無回答 1 0.4%

30代 59 22.6%

40代 66 25.3%

10代 8 3.1%

20代 14 5.4%

70代 19 7.3%

80代以上 4 1.5%

50代 61 23.4%

60代 30 11.5%

合　計 261 100.0%
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そう思う 27 10.3%

どちらかといえばそう思う 159 60.9%

Q1 長崎県は「犯罪のない安全で安心して暮らせるまち」だと思いますか。（１つだけ選択）

人数 構成比(％)

そう思わない 5 1.9%

合　　計 261 100.0%

どちらとも言えない 52 19.9%

あまりそう思わない 18 6.9%

どちらかといえばいいと思う 149 57.1%

どちらとも言えない 45 17.2%

Q2 長崎県の治安は良いと思いますか。（１つだけ選択）

人数 構成比(％)

いいと思う 56 21.5%

合　　計 261 100.0%

Q3 長崎県の治安は年々改善していると思いますか。（１つだけ選択）

人数 構成比(％)

どちらかといえば悪いと思う 8 3.1%

悪いと思う 3 1.1%

どちらとも言えない 133 51.0%

あまりそう思わない 48 18.4%

そう思う 15 5.7%

どちらかといえばそう思う 59 22.6%

そう思わない 6 2.3%

合　　計 261 100.0%
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Q4-1 あなたがお住まいの町の犯罪対策に満足していますか。（１つだけ選択）

人数 構成比(％)

非常に満足 14 5.4%

不満足 7 2.7%

合　　計 261 100.0%

どちらかといえば満足 181 69.3%

どちらかといえば不満足 59 22.6%

Q4-2
「どちらかといえば不満足」「不満足」と回答した方はどのような防犯対策が必要だと
思いますか。（3つまで選択）

Q5 自分自身や身近な人が被害に遭うかもしれないと不安を感じている犯罪は何ですか。
（複数選択可）
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防犯カメラの設置

学校や通学路の防犯対策の強化

子供に対する防犯教育の徹底

住民への防犯広報の活発化

住民によるパトロールなどの防犯活動

自治会による防犯活動の活発化

事業所の防犯活動の活発化
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空き巣や自転車盗などの窃盗犯罪

インターネットを利用した犯罪

オレオレ詐欺などの詐欺犯罪

飲酒・ひき逃げ・あおり運転などの交通犯罪

暴行・傷害などの粗暴な犯罪

痴漢、不同意性交などの性犯罪

子供連れ去りなどの誘拐事件

つきまといなどの迷惑行為や盗撮行為

殺人や強盗などの凶悪事件

大麻や覚醒剤などの売買・使用

暴力団による事件・犯罪行為

ヤミ金融犯罪

配偶者（同居者）からのストーカーやDV事案

その他
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Q７ 窃盗犯罪ではどのような手口に不安を感じますか。（複数選択可）

Q８ 普段ご自身で取り組んでいる防犯対策は何ですか。（複数選択可）

Q9
闇バイトを募集し、犯罪を繰り返す匿名流動型犯罪グループ（匿流）という言葉は知っ
ていますか。

Q6 詐欺犯罪ではどのような手口に不安を感じますか。（複数選択可）

聞いたことがあるが、

意味は知らない
47 18.0%

聞いたことがない 51 19.5%

「匿名流動型犯罪グループ」とは、2023年７月に警察庁が「SNSを通じて募集する闇バイトなど

緩やかな結びつきで離合集散を繰り返す集団」と定義したもの（主な犯罪行為：殺人、強盗、特殊

詐欺（ニセ電話詐欺）など）

人数 構成比(％)

知っている 163 62.5%

合　　計 261 100.0%
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SNS型投資・ロマンス詐欺

悪質商法などの詐欺犯罪
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住宅を対象とした空き巣などの侵入窃盗犯罪

自転車などの乗り物を盗まれる犯罪

すり、ひったくりなどの犯罪
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車の施錠

自宅玄関の二重錠・補助錠などの対策

自宅周辺のセンサーライトの設置

近所との結びつきを大切にしている

自転車やバイクの補助錠の設置

防犯ブザーの携帯

自宅窓の防犯フィルム・防犯ガラス対策

自宅外周の防犯カメラの設置

警告付き電話などの特殊詐欺防止装置の購入

ホームセキュリティの導入（民間警備会社との契約）
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○「SNS型投資詐欺」とは、SNSを通じて、投資すれば利益が得られるものと信じ込ませ、投資ア

プリ等に誘導するなどしたうえ、アプリ上でウソの利益を表示するなどによって信用させて、投資

を理由に犯人が指定する口座に送金させ、金銭をだまし取る詐欺

○「SNS型ロマンス詐欺」とは、SNS等を通じて、恋愛感情や親近感を抱かせて金銭等をだまし取

る詐欺

人数 構成比(％)

知っている 210 80.5%

Q10 「SNS型投資詐欺・ロマンス詐欺」という言葉を知っていますか。

合　　計 261 100.0%

Q11 SNS型投資詐欺・ロマンス詐欺の被害防止に係る広報は十分だと思いますか。

人数 構成比(％)

聞いたことがあるが、

意味は知らない
39 14.9%

聞いたことがない 12 4.6%

あまりそう思わない 139 53.3%

そう思わない 19 7.3%

そう思う 17 6.5%

どちらかといえばそう思う 86 33.0%

合　　計 261 100.0%

Q12
個人ができるSNS型投資・ロマンス詐欺等の被害防止としてどのような対策が効果的と
思いますか。（５つまで選択）
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SNS利用時のセキュリティ強化

安全な相手・投資先か確認する

SNS上の人物が恋愛感情や親密な関係を示す場合は注意する

警察からの注意喚起に目をとおす

地域からの注意喚起に目をとおす
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Q14 地地域防犯活動への取組について、あなたの考えに最も近いものを選んでください。（3

つまで選択）

Q13
行政ができるSNS型投資・ロマンス詐欺等の被害防止としてどのような対策が効果的と
思いますか。（3つまで選択）
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テレビやラジオでの注意喚起

学校教育における啓発（SNSの使い方・詐欺リスク等）

罰則の強化
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コンビニや金融機関による声かけなどの水際対策

地域コミュニティでの防犯講座
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住民の協力、積極的な活動なしに犯罪は減少しない

安全・安心な町にするのは住民の義務である

積極的に自治会行事等に参加し、安全安心な町にしたい

個人が注意すれば、住民の協力なしでも犯罪は防げる

自分が参加しなくても地元の熱心な人が解決してくれる
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